
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今年は、文科省の芸術家派遣事業として６名のミュージシャンによる打楽器アンサ 

ンブルコンサートが行われました。マリンバを中心に様々な楽器が登場した軽快な曲、 

ソプラノのオペラ独唱、その他、幅広いジャンルから聴きなじみのある曲などを次々 

と演奏してくださいました。みんなで「翼をください」を歌ったり、「情熱大陸」に 

合わせてリズム打ちをしたりと、参加して楽しめる内容もありました。幼児児童生徒 

はもちろん、地域の方々まで、全員がわくわくした時間を過ごすことができました。 

生徒達から「想像以上の大きさと音の透明感に驚いた」「ばちを替えることで同じ音 

色でも響き方が変わり、曲の中に登場する動物や風景の様子が思い浮かんだ」等、多くのいきいきした感想が寄

せられました。 

 

１０月２４日（土）～２６日（月）に和歌山県において第１５回全国障害者スポーツ大会 

「紀の国わかやま大会」が開催されました。本校からは、陸上競技部の中学部２年佐藤智也 

君が兵庫県代表選手として出場しました。結果は以下の通りです。 

男子２００ｍ （障害区分２５） ２８秒３９     ３位   

男子８００ｍ （障害区分２５） ２分４４秒４２  １位 

２００ｍ、８００ｍともに全国の強豪に勝利し、自己ベスト記録も更新してメダルを獲得 

することができました。初出場ながら、兵庫県選手団の一員として大健闘しました！ 

皆様、ご声援ありがとうございました！ 

 
 

高等部普通科２年１組の石井千月呼さんは、昨年に引き続き出場しました。この大会は、 

神戸市内普通高校の生徒と英語５分間スピーチで勝負する大会です。１ヶ月以上も練習し 

努力を重ねて大会に臨みました。本番では、臆することなく堂々とスピーチをし、審査員 

の先生からも高い評価を得て、２０人以上の出場者の中から特別奨励賞に選ばれました。 

本当によくがんばりました。 

☆石井さんのコメント 

 「練習では毎朝早く登校し何度も読みました。読みにくい単語も多く、オーバーした時間もなかなか短縮でき

ませんでした。また気持ちを表現するのも難しく、大会までに間に合うかが不安でした。大会本番では１番くじ

を引いてしまい、びっくりして呼吸がとまりそうになりました。でも発表は自分では落ち着いてしっかりできた

と思います。結果、特別奨励賞をいただくことができて、がんばってきた成果がでてうれしかったです。ご指導

いただいた森先生には感謝の気持ちでいっぱいです。これからも英語の勉強に努力していきたいと思います。」 

 

 

１０月２９日（木）、劇団四季「こころの劇場」を見るため、神戸文化センターに 

行ってきました。今年は「むかしむかしゾウがきた」（原作：長崎源之助）という演 

目でした。「命の大切さ」「無償の愛」「助け合うことの大切さ」をテーマに掲げ、戦 

国時代に出会ったゾウと人々との心のふれあいを描いた内容です。公演前に舞台の 

隅を触らせてもらい「体育館と似てる！」と感じた児童。休憩中に紙吹雪を手にとっ 

て「これが雪の代わりか！」と発見した児童。単眼鏡を使用して「本物のゾウみたい 

！」と感動する児童もいました。迫力満点の舞台を満喫した１日となりました。 
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